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保険料の納付、 
要介護認定の申請 

介護サービス 
の提供 

介護保険 

被保険者証 
の交付 

利用者負担 

（1割～3割）
の支払い 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課介護保険係 

介護保険は、40歳以上の皆さんが加入者（被保険者）となって保

険料を納め、介護が必要になったときには、サービスを利用でき

る制度です。住みなれた地域でいつまでも安心して暮らせるよう

に、社会全体で支えあうしくみです。 

 

 

 

 
                          

 
      

 

 
     

  
 

 

 

地域包括支援センター 

介護予防や地域の総合的な相談の拠点です（P35を参照）。 

 

 

▶介護福祉課介護保険係 

65歳以上の方→第１号被保険者 

介護が必要と認定された場合に、介護サービスを利用できます。 

被保険者証…65歳以上の皆さんに交付されます。 

40歳から64歳の方→第２号被保険者 

（医療保険に加入している方が対象です。） 

老化が原因とされる病気（特定疾病）により介護が必要であると 

認定された場合、介護サービスを利用できます。 

特定疾病には脳血管疾患等、16疾病が指定されています。 

 

被保険者証…要支援・要介護の認定を受けた方に交付されます。 

 

 

▶介護福祉課介護保険係 

65歳以上の方 

被保険者の介護サービスにかかる費用総額に応じて、保険料の 

基準額が決まります。その基準額をもとに所得に応じた段階別 

の保険料が決められます。保険料の納め方は、年金額によって 

２種類に分かれます。 

 

 

 

・年金が年額18万円以上の方 

特別徴収  年金受給（年６回）の際に介護保険料があらか 

     じめ差し引かれます。 

・年金が年額18万円未満の方 

普通徴収  送付される納付書類に基づき、介護保険料を 

個別に納めます。（年８回） 

年度途中で65歳になった方や、他の市区町村から転入し 

てきた方などは、普通徴収による納付となります。その場 

合特別徴収の開始は翌年度以降となります。 

 

40歳から64歳の方 

加入している医療保険の計算方法により保険料額が決めら 

れ、医療保険料と合わせて納めます。 

・国民健康保険に加入している方 

保険料は所得などによって決められ、世帯ごとに世帯主 

が納めます。 

・職場の医療保険に加入している方 

保険料は介護保険料率と給与・賞与に応じて決められ、 

医療保険料と合わせて徴収されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課介護保険係 

介護保険のサービスを利用するためには、介護が必要な状 

態（要介護または要支援状態）であると認定を受けること 

が必要です。 

①申請 

本人または家族が、地域包括支援センターまたは市の担 

当窓口に要介護認定の申請をします。本人または家族が 

申請に行けない場合には、成年後見人、地域包括支援セ 

ンター、居宅介護支援事業者、介護保険施設などに申請 

を代行してもらうことができます。 

②認定調査 

要介護認定調査員が訪問し、心身の状態などについて聞 

き取り調査を行います。また、主治医に意見書を作成し 

てもらいます。 

③審査・判定 

訪問調査の結果と主治医の意見書をもとに介護認定審査 

会が審査し、どの程度の介護が必要なのかを判定します。 

④認定・通知 

必要な介護の度合いに応じて、8つの区分に分けて認定 

され、その結果が記載された認定結果通知書と被保険者 

証が届きます。 

 

高齢者 

わたしたち 

（被保険者） 

 

市区町村 

（保険者） 

サービス 

事業者 

介護報酬（9割～7割） 

の支払い 

保険料を納めないでいると、以下のような措置がとられます。 

・１年以上滞納すると 

費用の全額をいったん利用者が負担し、申請により後で保

険給付分（９割～７割）が支払われます。 

・１年６か月以上滞納すると 

保険給付の一部または全部が一時的に差し止めとなり

ます（差し止めた分から滞納保険料を控除する場合もありま

す。）。 

・２年以上滞納すると 

利用者負担が３割～４割に引き上げられたり、高額介護サー

ビス費などが受けられなくなります。 

 介護保険のしくみ 

 介護保険に加入する方 

 介護保険料について 

 介護サービスの利用手順 

介護保険 
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⑤介護サービス計画の作成 

どのようなサービスをどのくらい利用するかを示す、介護サ 

ービス計画や介護予防サービス計画を作ります。 

⑥サービスの利用 

介護（介護予防）サービス計画に基づいてサービスを利用し 

ます。 

 

 

 

▶介護福祉課介護保険係 

要介護1～5の認定を受けた方は、認定結果をもとに居宅介護支 

援事業者に依頼し、介護支援専門員（ケアマネジャー） に介護 

サービス計画（ケアプラン）を作成してもらいます。 

介護サービス計画に基づいたサービスを利用します。 

※介護サービス計画の作成には利用者負担はありません。 

利用の流れ 

在宅サービス         施設を利用 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用できるサービス 

在宅サービス 

・訪問介護（ホームヘルプ）  ・訪問入浴介護 

・訪問リハビリテーション  ・訪問看護 

・居宅療養管理指導 ・通所介護（デイサービス） 

・福祉用具貸与 ・特定福祉用具販売 

・住宅改修費支給 

・短期入所生活／療養介護（ショートステイ） 

・特定施設入居者生活介護 

・通所リハビリテーション（デイケア） 

・居宅介護支援 

地域密着型サービス 

・認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

・地域密着型通所介護 

※原則として他の市町村の介護サービスは利用できません。 

 

 

 

施設サービス 

・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

・介護老人保健施設 

・介護医療院 

 

 

 

 

▶介護福祉課介護保険係 

要支援1、2の認定を受けた方は、介護保険の介護予防サー 

ビスを利用することになります。このサービスは、地域包括 

支援センターなどの介護予防支援事業者で介護予防サービス 

計画を作成し、それに基づいて利用します。 

※介護予防サービス計画の作成には利用者負担はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（P35「地域包括支援センター」を参照） 

 

 

 

 

▶介護福祉課介護保険係 

利用者負担について 

介護サービスを利用したときの利用者負担は、サービス

にかかった費用の１割（所得の高い方は２割または３割）

です。 

要介護状態区分に応じた上限（支給限度額）を超えてサー 

ビスを利用するときは、超えた分は全額自己負担となりす。 

施設サービスを利用する場合 

①施設サービス費の１割～３割  ②食費  ③居住費 

④日常生活費のそれぞれが利用者負担となります。 

※短期入所サービスと通所サービスの食費、居住費も 

 全額利用者負担となります。 

利用者負担額が高額になったときは 

世帯内で同じ月に利用したサービスにかかる利用者負担 

額（月額）が、一定の上限額を超えたときは、申請により 

「高額介護サービス費」として支給されます。 

介護保険と医療保険の利用者負担が高額になったときは 

介護保険と医療保険の上限額を適用した後に、世帯内で 

１年間の自己負担額が一定の限度額を超えたときは、申 

請により「高額医療合算介護サービス費」として支給されま 

す。 

 

 

 

 

居宅介護支援事業者に介護
サービス計画の作成を依頼 

介護保険施設へ直接申し込
み、契約する 

介護サービス計画原案作成
サービス担当会議で検討 

入所した施設で、介護サ
ービス計画を作成 

要支援1 

要支援2 

介護保険の介護サービス（介護給付） 
日常生活で介助を必要とする度合いの高
い方が、生活の維持・改善を図るため
に受けるサービスです。 

介護保険の介護予防サービス（予防給付） 
要介護状態が軽く、生活機能が改善する可
能性が高い方などが受けるサービスです。 

介護予防・日常生活支援総合事業   

市が実施する介護予防事業や訪問型サービ
ス・通所型サービスが受けられます。 非該当 

要介護5 

要介護4 

要介護3 

要介護2 

要介護1 

介護サービス計画の決定 
サービスの利用を開始 

サービス事業者と契約 

サービスの利用を開始 

保健師等が利用者の心身の状態などを把握し、 

課題を分析します。 

支援メニューを、サービス担当者と検討します。 

介護予防サービス計画を作成します。 

介護予防サービスを利用します。 

 要介護１～５の方は 

 要支援１、２の方は 

 介護サービスの利用料 
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▶介護福祉課介護保険係 

介護保険に係る利用者及び家族等からの各種相談に応じてい

ます。 

 

 

 

 

▶収納課収納係 

1 第１号被保険者（65歳以上の方） 

 

 

 

 
 

介護保険料（普通徴収）の納付は、次の金融機関の本店・支店

等をご利用ください。（P14「市税等の納付は」を参照。

「その他の納付方法」のうち、③地方税共通納税システムを

除く。） 

2 第２号被保険者（40歳から64歳の方） 

医療保険料と合わせて納付します。 

■介護保険料の納付は口座振替で 

介護保険料の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

納期限ごとに金融機関の指定口座から引き落とされ、自動

的に納付されます。 
 

 

■納期限後の納税は 

（P15「納期限後の納税は」を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

▶公益社団法人福生市シルバー人材センターTEL 553-3261 

｢何らかの収入を得たい、社会に役立つ仕事をしたい｣という高 

齢者の方たちのニーズに応えるため、これまでの経験、技能を 

生かし、能力、体力に合った仕事を会員に紹介しています。 

・家事援助等                       ・施設管理 

・植木剪定や庭の除草等        ・パソコン出張指導 

・簡単な大工仕事                 ・墓地清掃 

・賞状、感謝状等の毛筆筆耕   ・洋服のお直し 

・チラシ配布   ・包丁研ぎ     ・着付け    ・児童見守り 

・障子、網戸の張替え       ・清掃     ・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉センター内にあります。（P58を参照） 

 

 

 

 

 

・高齢者の方々の各種相談、健康の増進、教養の向上、サー 

 クル活動等を行っています。 

・ヘルストロン、マッサージ機、入浴等が利用できます。 

 
 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

福祉バスは、高齢者や障害者等の交通弱者の方々が、市内 

福祉施設等をより利用しやすくするために運行します。 

利用には、利用登録証が必要となります。詳しくはお問い 

合わせください。 

■利用対象者 

市内在住で 

①60歳以上の方 ②各種障害者手帳をお持ちの方 

③妊娠中の方 ④乳幼児・未就学児 

⑤特別支援学級在籍児童・生徒 

※これらの方の介助者・保護者の方は１名まで同乗でき 

ます。 

 

 

▶（一社）東京バス協会案内窓口    TEL 03-5308-6950 

70歳以上の方に都電、都営地下鉄、都バス、東京都内の民 

営バスに乗車できる乗車証（シルバーパス）を申請により 

交付します。 

 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

おおむね60歳以上の会員組織団体です。市内には23のク 

ラブが活動しています。最寄りのクラブにご加入ください。 

なお、各クラブに対して補助金を交付しています。 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

市内の特別養護老人ホーム等でボランティア活動をするごと

にポイントを付与し、そのポイント数に応じて年間最大

5,000円の交付金を交付します。 

 

 

 

 

 

 

 

利用日 月～金曜日（祝日、年末年始を除く。） 

利用時間 
午前 9 時～午後 4 時 30 分 

（浴室は午前 10 時～午後 4 時） 

対象者 市内在住の 60 歳以上の方 

相談日 
毎週月・火・木・金曜日（祝日、年末年始を除く。） 

午前 9 時～午後 4 時 

場所 市役所 1 階 介護福祉課 

相談員 介護保険相談員 

特別徴収 
年金受給者（一定の金額以上の方で老齢年金、 

退職年金受給者）は、年金から天引きされます。  

普通徴収 
特別徴収以外の方は、納付書または口座振替に

よりご本人が納付します。 

申込方法 （P14「市税等の納付は口座振替で」を参照） 

入会資格 市内在住の 60 歳以上の方 

所在地 牛浜 163 さくら会館内 

交付場所 シルバー人材センターまたはバス営業所 

 

対象者 

65 歳以上の高齢者で介護保険証の要介護状態

区分等が「要介護」「要支援」「事業対象者」

に該当しない方 

生きがいあるくらし 

 介護保険相談 

 介護保険料の納付は 

 福生市シルバー人材センター 

 老人福祉センター 

福祉バス 

 シルバーパス 

 老人クラブ 

 介護サポーター事業 
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保健師、社会福祉士、主任ケアマネージャーなどが中心とな 

って、地域にあるさまざまな社会資源を活用し、高齢者の生 

活を総合的に支えていくため、高齢者の皆さんやその家族の 

さまざまな相談に応じています。 

・総合相談 

・虐待・権利擁護 

・介護予防ケアマネジメント 

・地域のケアマネジャーの支援 

 
 

 

 

高齢者の地域での生活を見守る拠点です。一人暮らし、高

齢世帯、日中独居の高齢者を優先的に、高齢者見守りステ

ーションの職員が訪問いたします。 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

在宅で比較的自立した生活ができる高齢者に対し、生きがい

趣味活動・日常動作訓練等、利用者の希望や身体の状況にあった

サービスを提供します。一部自己負担有 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

社会適応が困難な高齢者に対し、短期間の宿泊により、日常 

生活の指導や支援を行い、介護予防を行います。 

一部自己負担有 

 
 

 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

安否の確認を必要とする調理が困難な高齢者に対して、定期 

的に居宅に訪問して栄養バランスのとれた食事を提供します。

一部自己負担有 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

心身の障害及び傷病等により、理髪店や美容院に行くことの 

できない高齢者が、在宅で理美容サービスを受けられます。 

一部自己負担有 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

利用対象者に対し、介護方法や介護予防、介護者の健康づく 

り等についての知識や技能を習得していただくための教室を 

開催します。また、認知症の方と認知症の方を介護するご家 

族の方の集いの場として認知症カフェを開催します。 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

認知症高齢者用に位置探索システム専用端末機を貸出し、家 

族から問い合わせがあった場合に、高齢者の現在地を特定し、 

家族に通報するサービスです。一部自己負担有 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

おおむね65歳以上の高齢者で、介護保険証の要介護状態区分

等が｢要介護｣ ｢要支援｣に該当せず、用具の給付が必要と認め

られる方に、シルバーカー等を給付します。一部自己負担有 

▶介護福祉課高齢者支援係 

居住する住宅の改修を行うことにより、行動範囲の拡大、転 

倒予防、介護の軽減を図ります。一部自己負担有 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

登録番号や連絡先が入ったキーホルダーとアイロンシールを 

交付します。 

 

 

 

対象者 
食事の調理が困難なおおむね 65 歳以上の単

身世帯、高齢者のみの世帯 

窓 口 所在地 

地域包括支援センター加美 

TEL 553-3720 

福生市加美平3-6-10 

メゾン加美平103 

地域包括支援センター武蔵野 

TEL 553-6695 

福生市福生2269-4 

ポニービル２階 

地域包括支援センター熊川 

TEL 510-2945 

福生市南田園2-13-1 

福祉センター２階 

窓 口 所在地 

高齢者見守りステーション 

TEL 513-7757 

福生市加美平3-6-10 

メゾン加美平103 

（地域包括支援センター加美内） 

 

対象者 

おおむね 65 歳以上の感染性疾患を有しない、介護

保険証の要介護状態区分等が「要介護」「要支援」

「事業対象者」に該当しない方 

 

利用施設 
生きがい活動支援ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ田園（福祉ｾﾝﾀｰ内） 

生きがい活動支援ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ加美（第 2 ｻﾝｼｬｲﾝﾋﾞﾗ内） 

生きがい活動支援ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ武蔵野（ﾖｺﾀﾎｰﾑ内） 

 

対象者 

おおむね 65 歳以上の感染性疾患と入院加療を有

しない、介護保険証の要介護状態区分等が「要介

護」「要支援」に該当しない方 

利用時間 年 2 回で 1 回 7 日までとし、年間で 14 日以内 

利用施設 
特別養護老人ホーム第 2 サンシャインビラ 

特別養護老人ホームヨコタホーム 

対象者 
おおむね 65 歳以上の在宅の方で介護認定の

要介護 3、4、5 の認定を受けている方 

利用対象者 

高齢者等を現に介護している家族や近隣の

援助者、介護に携わる予定の方または認知

症に関心がある方 

利用対象者 
認知症により道に迷うことがある高齢者を

介護している家族 

対象者 
高齢者等で外出に不安のある方、認知症の心

配がある方 

地域包括支援センター 

高齢者のための在宅サービス 

 生きがい活動支援デイサービス 

 家族介護者教室・認知症カフェ 

 認知症高齢者位置情報探索機器貸与 

 自立支援日常生活用具給付 

 自立支援住宅改修給付 

 見守りキーホルダー・アイロンシール 

 生活支援ショートステイ 

高齢者見守りステーション 

 訪問理美容サービス 

 配食サービス 
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▶介護福祉課高齢者支援係 

寝たきり等の高齢者の方におむつ等を助成します。 

 

 

 

 

※生活保護を受けている世帯は、社会福祉課生活福祉係での 

対応となります。 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

ひとり暮らし等の高齢者が家庭内で緊急の事態に陥ったとき、 

無線発報器等を用いて民間の受信センターに通報することによ 

り、高齢者の安全を確保します。 

一部自己負担有 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

加齢性難聴による聴力低下で、日常生活に不便を感じている 

高齢者を対象に補聴器の購入費を助成します。 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

救急車を呼ぶような緊急事態に備え、医療情報を記入した用 

紙を保管する容器を希望する、65歳以上の方（身体障害者 

手帳等をお持ちの方も含む。）に配布します。 

費用は無料です。 

 

 
▶介護福祉課高齢者支援係 

介護保険証の要介護状態区分等が｢要介護｣ ｢要支援｣ ｢事業 

対象者｣に該当する方等へ、常時居住する家屋の家具に家具 

転倒防止装置を取り付けます。 

取り付ける個数は、１家具につき１組として、１世帯あたり 

設置数量は３個以内とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

高齢者に対し敬老金を贈呈し、敬老と長寿をお祝いします。 

 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

高齢者に対し敬老記念品を贈呈し、敬老と長寿をお祝いし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶介護福祉課 

■特別養護老人ホーム 

原則65歳以上で、身体上、精神上著しい障害があるため 

常時介護が必要で在宅介護が困難な要介護3以上の方が 

対象です。 
 

■養護老人ホーム 

65歳以上で、環境上及び経済上の理由により自宅で養護 

を受けることが困難な方が対象です。 

■軽費老人ホーム 

身寄りがないか、事情によって家族と同居できない比較 

的収入の少ない60歳以上の方が対象です（寝たきりの 

方は入所できません。）。 

■有料老人ホーム 

諸要件は、それぞれの老人ホームによって異なっていま 

すが、費用については全額自己負担となっています。 

 

 

▶介護福祉課高齢者支援係 

▶まちづくり計画課住宅係 

自立して生活ができるひとり暮らし、高齢者のみの世帯ま 

たは居宅において介護を受けながら生活ができる高齢者を 

対象とした住宅で、日常生活の相談相手となってもらえる 

生活協力員が常駐しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 

65歳以上の高齢者で、寝たきりまたはそれに準

ずる状態（認知症を含む。）が継続すると認めら

れ、現におむつ等を必要とし、介護保険法に規

定する要介護 3 以上の認定を受けている方 

 

対象者 

市内に引き続き 3 年以上居住する 65 歳以上

のひとり暮らしまたは高齢者世帯。その他要

件があります。 

支給額 月額 5,000 円 

対象者 
おおむね 65 歳以上の単身世帯等で、慢性疾

患があるなど、常時注意を要する方 

対象者 
65 歳以上の住民税非課税の方で、障害者総 

合支援法に基づく、補聴器の対象者ではなく、

医師から補聴器が必要だと認められる方。 

対 象 

単 身 用…65 歳以上のひとり暮らしの方 

2 人世帯用…65 歳以上の高齢者のみの世帯 

   （配偶者の場合は 57 歳以上でも可） 

100 歳 30,000 円 

88 歳 10,000 円 

77 歳 5,000 円 

敬老事業 

老人ホーム 

 おむつ等助成 

 高齢者居住支援特別対策事業 

 救急通報システム 

 高齢者補聴器購入費助成事業 

 救急医療情報キット配布事業 

 家具転倒防止装置設置 

 敬老金 

 敬老記念品 

 各種老人ホーム 

 高齢者住宅 


